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市民の力を生かしたまちづくり

バス・タクシーの組み合わ
せで利便性を図る

東京都八王子市

山梨県都留市

子育て世代を呼び込む
神奈川県山北町

今後、視察研修で学んだ成果を町に対して提言してまいります。

日　程　11 月７日〜９日（３日間）

視察先　神奈川県足
あしがらかみぐん

柄上郡山
やまきたまち

北町、山梨県都
つ る し

留市、東京都八王子市

１階がコンビニの町営住宅（山北町）

特色あるまちづくりを研修（八王子市）

総　務

常任委員会

視察研修報告

　
※
ＰＦＩによる事業で総事業費は約10億

円、６階建てで２ＬＤＫ〜３ＬＤＫ。首都圏

への通勤が可能という立地条件を生かした子

育て世帯向けの町営住宅で、23世帯69人が転

入しており、出生数の増加にもつながった。

　本町の町営住宅は老朽化が進み、建て替え

を急ぐ必要がある。特に矢巾住宅は利便性が

良いため、現在居住している一人世帯の住宅

確保とあわせ、子育て世帯への対応も求めら

れる。

　市には協働推進課が設置され、市民の自発的な社会貢献活動を支援、促進するための市民活

動支援センターがある。

　定年退職者の知識や経験を生かし、地域活動の担い手となるように人材育成の場として市民

塾やオトパ「お父さんお帰りなさいパーティー」、市民企画事業補助金制度がある。市民・事

業者・市の相互の連携をまちづくりの柱としていた。

　本町も町民と協働のまちづくりのさらなる推進が求められる。

　公共交通・循環バス・予約型デマンドタク

シーで交通弱者対策を行っている。

　循環バスは中心部を右回りと左回りで運行

し、外郭地域をデマンドタクシーで運行。料

金はバス１回100円、タクシー 300円。

　本町でもさわやか号の見直しが検討されて

おり、循環バスとデマンドタクシーの併用に

より利便性が高まるものと期待される。

◆視察テーマ　協働のまちづくり

◆視察テーマ　交通弱者対策

◆視察テーマ　定住促進住宅整備

※ＰＦＩ：民間資金を利用して施設整備と公共サービスの提供を委ねる手法
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住民の意見を
　　取り入れた道の駅

静岡県函南町

交
通
の
利
便
性
を

　
　
　生
か
し
た
地
域
振
興

神
奈
川
県
秦
野
市

10月～11月にかけて、３常任委員会が先進地を視察研修しました。

　日　程　11 月 13 日〜 15 日（３日間）

　視察先　神奈川県秦
はだ

野
の

市
し

、静岡県伊豆の国市、静岡県田
た が た

方郡
ぐん

函
かんなみちょう

南町

観光・交流、災害時拠点の道の駅（函南町）

スマートＩＣ供用に先駆けた土地利用構想を学ぶ（秦野市）

産業建設

常任委員会

視察研修報告

　平成29年５月にオープンした道の駅

「伊豆ゲートウェイ函南」は、伊豆半島観

光のゲートウェイ機能と防災機能の役割を

担う施設として整備された。

　町の活性化と観光振興の機能があり、観

光客や地域の皆さんに親しまれ、伊豆のモ

ノ、コト、ヒトが集まる情報基地となって

いる。

　本町の道の駅構想は、徳丹城付近やスマー

トＩＣを生かした設置等を、町民からの要

望・意見を聞きながら早急に検討すること

が望まれる。

　新東名高速道路の平成32年度供用に合わせて、秦野ＳＡにスマートＩＣの

整備を目指し「スマートＩＣを活かした周辺土地利用構想」を策定、２つの

基本方針を掲げている。

①新しい玄関口として、観

光や農業資源・レクリエー

ション機能の活用や都市住

民との交流による地域振興

を図る。

②広域交通の利便性を活か

し、企業立地や近接工業団

地の新たな産業用地の創出

により、産業基盤の強化を

図る。

　本町でも、スマートＩＣを

生かした周辺の土地利用の構

想策定とその実現に向け、地

元・地権者等の合意形成に取

り組んでいくことが望まれる。

◆視察テーマ　スマートＩＣを生かした周辺土地利用構想

◆視察テーマ　道の駅設置構想
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地域のつながりによる
　　　　医療費などの削減 三重県いなべ市

23項目に及ぶ
子育て支援で高い出生率

岡山県奈義町

政策提言に
　　つなげる

自然に囲まれた中で子育てにも優しい奈義町（奈義山麓山の駅）

元気づくり体操で医療費の削減（いなべ市）

視察研修報告

　いなべ市は合併時、医療費が高いとの意見があ

り、市民が気軽にスポーツに親しみ、体を動かす

ことによる元気づくりの取り組みを開始。

　通所型（体育館等）元気づくりからスタート

し、各地域にコーディネーターが出向く出前型、

健康増進介護予防事業により、地域とのつながり

を創出、元気高齢者の仲間づくり、健康づくりは

「元気システム」いなべモデルとして多くの成果

を得ている。

　本町でも、リハビリ体操指導者育成事業を実施

し指導しているが、養成講座の受講者は役場職員

等である。最近希薄化している地域の活性化を図

るために一般希望者の参加を募り、地域で見守り

を含めた取り組みが求められる。

　奈義町では、平成24年に子育て宣言。合計

特殊出生率2.81を達成、著しい成果を上げて

いる。

　人口減少・少子高齢化の課題解決のため、

住宅・就労・子育て支援・定住促進を図る施

策を実施。経済的負担軽減を図るため、若者

向け賃貸住宅を整備。ひとり親家庭へ福祉年

金、多子家庭へ保育料軽減策、在宅育児支援

◆視察テーマ　子育ての手厚い支援

◆視察テーマ　地域と協働の出前型健康づくり

策、大学進学育英資金等を実施。出産祝い金として第１子10万円、第２子15万円、第３子20万

円、第４子30万円、第５子以降40万円、不妊治療に年30万円を５年間支給等、支援策を講じる

ことにより子育て環境が充実している。

　本町の出生率は1.47と低く、具体的な23項目の多岐にわたる子育て支援対策を学び、新しい

まちづくりの参考としたい。

日　程　10 月 24 日〜 26 日（３日間）

視察先　三重県いなべ市、岡山県勝
かつ

田
た

郡
ぐん

奈
な

義
ぎ

町
ちょう

教育民生

常任委員会
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主
な
歳
出

▼
省
Ｃ
Ｏ
２
改
修
事
業

測
量
調
査
設
計

２
２
２
４
万
円

▼
ふ
る
さ
と
納
税
運
営
業
務委

託
料

３
０
０
万
円

▼
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

２
１
０
万
円

低
所
得
者
へ
給
付

　
　
　

低
所
得
者
へ
の
臨
時
福
祉

給
付
金
増
額
の
内
容
は
。

　
　
　

申
請
漏
れ
防
止
の
た
め
再

度
対
象
者
へ
の
通
知
を
行
い
、
新

た
に
１
４
０
名
分
の
申
請
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

人
気
の
返
礼
品
は

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

で
評
価
の
高
い
も
の
は
。

　
　
　

通
常
時
は
肉
や
米
、
リ
ン

ゴ
の
人
気
が
高
く
、
季
節
限
定
と

し
て
の
松
茸
が
人
気
で
あ
っ
た
。

農
業
委
員
の
報
酬
に

　

関
す
る
条
例

　

農
業
委
員
の
報
酬
と
し
て
、
農

地
利
用
の
最
適
化
に
係
る
活
動
及

び
成
果
の
実
績
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
金
が
報
酬
と
し
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

条
例
の
審
査
は
産
業
建
設
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
次
の
２
項

目
の
附
帯
決
議
を
付
し
て
可
決
し

ま
し
た
。

①
活
動
実
績
及
び
成
果
実
績
の
評

価
方
法
、
報
酬
の
算
定
評
価
点

及
び
係
数
等
の
早
期
明
確
化
を
。

②
農
業
委
員
候
補
者
の
推
薦
及
び

候
補
に
つ
い
て
、
応
募
者
が
役

割
や
業
務
内
容
を
十
分
に
認
識

で
き
る
よ
う
明
記
を
。

使用料・時間が変わる矢巾斎苑

火
葬
場
条
例

　

火
葬
場
使
用
料
と
火
葬
時
間
の

改
正
を
行
い
ま
す
。
条
例
の
審
査

は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
次
の
３
項
目
の
附
帯
決
議

を
付
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

①
よ
り
使
い
や
す
い
施
設
と
な
る

よ
う
早
期
の
対
応
を
求
め
る
。

②
火
葬
炉
の
更
新
な
ど
早
期
の
対

応
と
、
施
設
の
改
修
計
画
を
進

め
ら
れ
た
い
。

③
将
来
的
な
展
望
に
立
っ
た
構
想

を
示
さ
れ
た
い
。

　

補
正
予
算
の
審
査
は
予
算
決
算

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
歳
入

▽
一
般
寄
附
金
の
増２

０
０
０
万
円

▽
省
Ｃ
Ｏ
２
改
修
事
業
費
補
助
金

２
３
４
４
万
円

よ
り
使
い
や
す
い
斎
場
に

よ
り
使
い
や
す
い
斎
場
に

　

10
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
10
月
会
議
で
は
、
条
例
改
正
議
案
と

一
般
会
計
の
補
正
予
算
が
議
決
さ
れ
、
一
般
会
計
の
総
額
は
約

１
１
９
億
７
９
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
整
備
を
先
に

①
盛
岡
市
・
紫
波
町
と
同
額
と
な

る
が
施
設
整
備
内
容
が
同
等
と

な
っ
て
い
な
い
。

②
黒
煙
の
発
生
、
施
設
が
狭
い
等

の
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
。

③
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

以
上
の
３
点
か
ら
条
例
改
正
に

反
対
す
る
。　
　

川
村　

よ
し
子

反  

対  

討  

論

火葬時間

町　内

在住者

町　外

在住者

現在

午前10時

午前11時

午後２時

10歳以上

10歳未満

改 　   葬

10歳以上

10歳未満

改 　   葬

午前10時

  正　午

午後２時

1月1日から

現在

4,000円

3,000円

3,000円

35,000円

25,000円

25,000円

10,000円

7,000円

7,000円

50,000円

35,000円

35,000円

4月1日から

使  

用  

料
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み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願

▽
日
本
政
府
が
す
み
や
か
に
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
し
、
国
会
が

批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

請
願
者

岩
手
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議

会　

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

す
す
め
る
岩
手
の
会

　

会
長
兼
代
表　
　

伊
藤　

宣
夫

紹
介
議
員　
　
　
　

昆　
　

秀
一

　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
よ
し
子

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
会
議

に
お
い
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が

国
連
加
盟
国
の
３
分
の
２
に
あ
た

る
１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ

れ
る
中
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の

日
本
は
核
保
有
国
と
歩
調
を
合
わ

せ
参
加
し
な
か
っ
た
。

　

核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
知
る
唯
一

の
国
と
し
て
、い
ち
早
く
調
印
し
、

国
会
で
の
批
准
を
経
て
条
約
に
参

加
す
る
こ
と
を
求
め
る
本
請
願
の

主
旨
は
理
解
で
き
る
も
の
と
し
て
、

採
択
す
べ
き
と
し
た
。

審 

査 

意 

見

採

択

全
員
賛
成

全
員
賛
成

公
共
施
設
等
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

改
修
そ
の
１
工
事

　

役
場
庁
舎
、町
民
総
合
体
育
館
、

町
公
民
館
、
田
園
ホ
ー
ル
、
さ
わ

や
か
ハ
ウ
ス
、
不
動
小
学
校
及
び

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
更
新
と
、
調
理
場
厨
房

機
器
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
へ
の
更

新
を
約
３
億
２
６
５
９
万
円
で
行

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
環
境
省
か
ら
公

共
施
設
等
先
進
的
二
酸
化
炭
素
排

出
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

工
事
期
間
と
、
町
民
へ
の

周
知
方
法
は
。

　
　
　

工
期
は
２
月
９
日
ま
で
の

予
定
で
あ
る
。
利
用
者
へ
の
直
接

的
な
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
各
施

設
で
直
接
お
知
ら
せ
す
る
。

　

広
報
で
は
時
期
が
合
わ
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
場
で

の
直
接
周
知
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
お
知
ら
せ
を
考
え
て
い
る
。

省エネルギー型へ更新予定の共同調理場

矢
巾
Ｓ
Ｉ
Ｃ
関
連
町
道
堤
川
目

線
道
路
改
良
そ
の
３
工
事

　

矢
巾
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
関
連
周
辺
道
路
整
備
事
業
と

し
て
、
町
道
堤
川
目
線
の
拡
幅
改

良
及
び
歩
道
設
置
工
事
を
約
５
３

５
７
万
円
で
行
い
ま
す
。

矢
巾
Ｓ
Ｉ
Ｃ
関
連
町
道
堤
川
目

線

･

宮
田
線
道
路
改
良
工
事

　

矢
巾
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
関
連
周
辺
道
路
整
備
事
業
と

し
て
、
町
道
堤
川
目
線
と
町
道
宮

田
線
と
の
交
差
点
改
良
及
び
歩
道

設
置
工
事
を
１
億
２
２
０
４
万
円

で
行
い
ま
す
。

　
　
　

工
事
期
間
と
、
町
民
、
特

に
小
中
学
生
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
　
　

工
期
は
３
月
31
日
ま
で
の

予
定
で
あ
る
。
各
学
校
へ
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
広
報
で
の
周
知
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

関
連
工
事
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

長
や
警
察
で
組
織
す
る
す
く
す
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
周
知
し

て
お
り
、
通
学
路
の
利
用
に
つ
い

て
も
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

6
平成30年１月16日発行
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議
会
で
決
め
た
こ
と

工
事
請
負
契
約

質
問

質
問

回
答

回
答

二酸化炭素排出削減の
モデル事業に着手
11 月 17 日に開催された 11 月会議では、３件の工事請負契約が議決されました。

11
月
会
議



副
町
長
の
選
任

　
　
　

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
条
例

を
一
部
改
正
し
ま
す
。

　

町
長
等
の
特
別
職
に
つ
い
て
は
、

期
末
手
当
を
引
き
上
げ
ま
す
。

　

一
般
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
給

料
表
の
改
定
及
び
勤
勉
手
当
の
引

き
上
げ
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

一
般
職
の
給
料
総
額
は
ど

の
程
度
上
が
る
の
か
。

　
　
　

給
料
は
総
額
約
１
２
４
万

円
の
増
、
勤
勉
手
当
は
総
額
約
５

５
１
万
円
の
増
と
な
る
。

道
路
占
用
料
に
関
す
る
条
例

及
び
水
路
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

道
路
占
用
料
に
つ
い
て
改
定
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
占
用
料
の
条
例
改

正
に
伴
い
、
水
路
占
用
料
の
額
に

つ
い
て
も
改
定
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

道
路
占
用
料
の
町
収
入
は

ど
の
程
度
上
が
る
の
か
。

　
　
　

電
柱
な
ど
の
占
用
料
が
主

な
も
の
で
あ
り
、
約
17
万
円
程
度

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

行
政
情
報
公
開
条
例

　

行
政
情
報
の
定
義
の
明
確
化
を

行
う
ほ
か
、
誰
で
も
情
報
公
開
を

請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

町
外
の
方
で
あ
っ
て
も
情

報
公
開
請
求
を
行
え
る
の
か
。

　
　
　

以
前
ま
で
は
町
に
利
害
関

係
を
有
す
る
者
と
限
定
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
町
外

の
方
で
も
公
開
請
求
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　

町
の
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

に
つ
い
て
、
保
育
所
に
入
れ
な
い

場
合
等
は
２
歳
ま
で
の
再
延
長
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
改
正
し
ま
す
。

　
　
　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取

得
状
況
は
。

　
　
　

男
性
職
員
の
取
得
実
績
は

な
い
。

個
人
情
報
保
護
条
例

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴

い
、「
個
人
識
別
符
号
」「
要
配
慮

情
報
」
を
定
義
し
ま
す
。

　
　
　

災
害
時
は
共
助
の
面
が
重

視
さ
れ
て
い
る
が
、
支
援
が
必
要

な
住
民
に
つ
い
て
町
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　

災
害
等
の
緊
急
事
態
と
、

法
が
定
義
す
る
情
報
保
護
の
範
囲

と
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

個
人
情
報
保
護
の
強
化
策

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

　
　
　

シ
ス
テ
ム
強
化
の
ほ
か
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
共
有

に
よ
っ
て
一
層
の
保
護
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

個
人
番
号
利
用
・
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

　

医
療
費
助
成
の
範
囲
を
中
学
生

ま
で
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
の
定
義
を
改
正
し
ま
す
。

　

ま
た
、
難
聴
児
に
係
る
補
聴
器

購
入
助
成
の
聴
力
に
係
る
要
件
を

緩
和
し
ま
し
た
。

　
　
　

今
後
医
療
費
助
成
が
高
校

生
ま
で
拡
大
さ
れ
る
場
合
は
、
高

校
生
も
子
ど
も
と
定
義
さ
れ
る
か
。

　
　
　

助
成
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た

場
合
に
は
、
高
校
生
も
子
ど
も
と

し
て
定
義
さ
れ
る
。

定員増を予定している北高田保育園

12
月
会
議
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いわてやはば議会だより203号

議
会
で
決
め
た
こ
と

水
みずもと

本　良
よしのり

則さん

（北郡山） 新

漆
うるしばら

原　祥
よ う こ

子さん

（上矢次） 新

人

事

案

件

条

　

　

例

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

副町長に水本氏を選任副町長に水本氏を選任副町長に水本氏を選任
　12月５日〜14日までの10日間で開催された12月会議では、人事案件に同意したほか、町内５

施設の指定管理者の指定について議決しました。また、補正予算は一般会計、４特別会計及び

２企業会計が提案され、審議は予算決算常任委員会に付託されました。補正予算は附帯決議を

付して可決され、一般会計の総額は約121億9259万円となりました。



情報を発信情報を発信情報を発信
町
立
徳
田
児
童
館
、
煙
山

児
童
館
、
不
動
児
童
館

　

町
内
の
３
児
童
館
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
法
人
矢
巾
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
ま
す
。

期
間
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

町
立
矢
巾
東
児
童
館

　

矢
巾
東
児
童
館
に
つ
い
て
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
矢
巾
ゆ
り
か

ご
を
指
定
管
理
者
と
し
ま
す
。
期

間
は
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

　
　
　

支
援
の
必
要
な
児
童
の
受

け
入
れ
に
関
し
、
理
解
が
足
り
な

い
と
感
じ
ら
れ
る
点
が
以
前
あ
っ

た
が
、
受
け
入
れ
状
況
の
改
善
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。　

　
　
　

職
員
間
の
勉
強
も
行
い
、

理
解
を
図
っ
て
い
る
。
集
団
で
の

遊
び
が
難
し
い
児
童
に
関
し
て
、

必
要
な
場
合
に
は
調
整
を
行
っ
て

い
る
。

主
な
歳
出

▼
障
害
児
通
所
給
付
費

１
７
８
４
万
円

▼
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
料

７
７
３
万
円

▼
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
委
託
料

３
６
３
万
円

▼
準
要
保
護
就
学
援
助
費

（
小
中
学
校
計
）
２
７
２
万
円

▼
河
川
改
良
事
業

２
７
０
万
円

▼
防
災
ラ
ジ
オ
行
政
番
組
運
営

事
業
委
託
料

１
３
８
万
円

　
　
　

３
年
間
の
管
理
と
な
る
が
、

児
童
が
増
加
し
た
場
合
に
指
定
管

理
料
の
見
直
し
も
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　
　

特
別
な
事
情
の
あ
る
場
合

に
は
、
協
定
の
見
直
し
等
状
況
を

反
映
さ
せ
て
い
く
。

矢
巾
斎
苑

　

矢
巾
斎
苑
に
つ
い
て
、
株
式
会

社
Ｊ
Ａ
シ
ン
セ
ラ
を
指
定
管
理
者

と
し
ま
す
。
期
間
は
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
　
　

本
町
の
指
定
管
理
の
選
定

方
法
に
つ
い
て
、
公
募
に
よ
る
も

の
・
公
募
し
な
い
も
の
の
比
率
は
。

　
　
　

今
回
提
案
し
た
４
児
童
館

と
矢
巾
斎
苑
は
非
公
募
。
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
、
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

て
は
公
募
し
て
い
る
。
残
り
11
施

設
は
公
募
し
て
い
な
い
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
歳
入

▽
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
に
や
さ

し
い
住
ま
い
作
り
推
進
事
業
費

補
助
金

20
万
円

▼
生
産
調
整
推
進
対
策
特
別
事
業

98
万
円

番
組
内
容
の
検
討
状
況
は

　
　
　

防
災
ラ
ジ
オ
の
番
組
内
容

の
検
討
に
つ
い
て
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

番
組
検
討
委
員
会
で
放
送

時
間
案
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
内
容
に
つ
い
て
も
、
町
の
人

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
、
学
校
訪

問
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
て

お
り
、今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

放
送
開
始
後
に
は
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
、
さ
ら
に
発
展
的
な
番
組

作
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

質
問

8
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議
会
で
決
め
た
こ
と

元気に利用する子どもたち（矢巾東児童館）

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答 指

定
管
理
者
の
指
定

補

正

予

算



町の
２月から

ラヂオもりおかで

２月から

ラヂオもりおかで 町の
番
組
制
作
の
人
材
確
保
は

　
　
　

行
政
番
組
を
毎
日
15
分
制

作
・
放
送
す
る
た
め
の
人
材
確
保

は
ど
う
す
る
考
え
か
。　

　
　
　

ラ
ヂ
オ
も
り
お
か
と
も
協

力
し
、
制
作
・
取
材
な
ど
の
経
験

が
あ
る
方
に
嘱
託
職
員
と
し
て
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
料
の
増
額
は

　
　
　

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
料
が
増
額
し
た
要
因
は
。　

　
　
　

上
下
水
道
料
の
ほ
か
、
最

低
賃
金
の
見
直
し
に
伴
う
人
件
費

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

内
容
は

　
　
　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の

対
象
者
と
事
業
内
容
は
。　

　
　
　

今
年
度
は
役
場
職
員
50
名

を
対
象
と
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
用

機
器
の
購
入
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
は
町
民
を
対
象
と

し
、
無
理
な
く
食
習
慣
、
運
動
習

慣
を
改
善
で
き
る
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
内
容
は

　
　
　

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
に

や
さ
し
い
住
ま
い
作
り
推
進
事
業

の
内
容
は
。　

　
　
　

障
が
い
者
の
方
の
風
呂
場

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

障
が
い
児
通
所
給
付
増
は

　
　
　

障
害
児
通
所
給
付
費
の
増

額
の
要
因
は
。　

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、
事
業

所
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

漏
水
調
査
の
実
施

　
　
　

南
昌
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の

指
定
管
理
料
増
額
の
要
因
は
。　

　
　
　

今
年
度
の
利
用
料
減
免
分

と
漏
水
調
査
実
施
分
で
あ
る
。

入
学
準
備
金
の

支
給
時
期
は

　
　
　

準
要
保
護
児
童
就
学
援
助

費
の
増
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
増

に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
入
学

準
備
金
と
し
て
計
上
す
る
も
の
か
。

　
　
　

就
学
援
助
費
の
支
給
要
綱

を
改
正
し
、
入
学
準
備
金
を
４
月

前
に
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
小

学
校
は
約
20
名
、
中
学
校
は
約
30

名
分
を
見
込
ん
で
い
る
。

農
業
の
生
産
調
整

事
業
の
詳
細
は

　
　
　

生
産
調
整
推
進
対
策
特
別

事
業
の
詳
細
は
。　

　
　
　

生
産
調
整
推
進
対
策
特
別

事
業
に
つ
い
て
、
国
に
申
請
し
た

額
と
交
付
決
定
さ
れ
た
額
と
の
差

を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
か

ら
の
交
付
金
も
あ
り
、
農
家
の
方

に
は
12
月
中
に
満
額
交
付
で
き
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

河
川
改
修
の
場
所
は

　
　
　

河
川
改
修
費
用
の
増
額
の

詳
細
は
。　

　
　
　

あ
さ
あ
け
の
園
付
近
の
側

溝
整
備
費
用
で
あ
る
。

議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
特
別
職

と
同
様
、
議
員
の
期
末
手
当
を
引

き
上
げ
ま
す
。

9
平成30年１月16日発行

いわてやはば議会だより203号

議
会
で
決
め
た
こ
と

率先して健康チャレンジに取り組む町職員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

発
　
議
　
案



※廣田光男議長は採決に加わらない。

各議案の採決状況
 平成29年定例会10月会議（条例４件　全議案可決されました）

【第70号】　反対：川村よし子、小川文子　ほか賛成
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及
び証人等の実費弁償に関する条例の一部改正
　農地利用最適化交付金を農業委員の報酬として支給する

【第71号】　賛成全員
矢巾町国営土地改良事業負担金徴収条例の一部改正

【第72号】　反対：川村よし子、小川文子　ほか賛成
矢巾町火葬場条例の一部改正
　火葬場使用料の改定と火葬時間の改正

【第73号】　賛成全員
一般会計補正予算（第６号）
　2210万円の増額

平成29年定例会11月会議（契約３件、発議案１件　全議案可決されました）

【第74号】　賛成全員
矢巾町公共施設等省エネルギー改修その１工事請負契約締結

公共施設へのＬＥＤ照明への更新と共同調理場の厨房機器の更
新を行い、二酸化炭素排出削減対策を行う。契約金額は３億
2659万２千円

【第75号】　賛成全員
矢巾ＳＩＣ関連町道堤川目線道路改良その３工事請負契約締結

矢巾スマートインターチェンジ関連周辺道路整備事業で、町道
堤川目線のＳＩＣの南側、道路の拡幅及び歩道の設置を行う。
契約金額は5356万８千円

【第76号】　賛成全員
矢巾ＳＩＣ関連町道堤川目線・宮田線道路改良工事請負契約締結

矢巾スマートインターチェンジ関連周辺道路整備事業で、町道
堤川目線と町道宮田線との交差点改良及び歩道の設置を行う。
契約金額は１億2204万円

【発議案９号】　賛成全員
日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署名し、国会が批准する
ことを求める意見書の提出

平成29年定例会12月会議　（条例10件、補正予算６件、人事案２件、発議案２件、その他５件　全議案可決、同意されました） 

【第77号】　反対：昆秀一　ほか賛成
教育委員会の委員の任命に関し同意を求めること

任期満了に伴い、新たな教育委員として漆原祥子氏の任命に同
意

【第78号】　賛成全員
岩手県市町村総合事務組合における共同処理する事務の変更及び
岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求
めること
　紫波、稗貫衛生処理組合が解散することに伴う規約変更

【第79号】　賛成全員
岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し議決を求める
こと

紫波、稗貫衛生処理組合が解散することに伴う退職手当に係る
負担金に関する財産処分の協議

【第80号】　反対：昆秀一　ほか賛成
特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部改正

本町の特別職職員の給与額（期末手当）について、0.05か月分
増額

【第81号】　賛成全員
一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

本町職員の給与額（勤勉手当）について、一般職は0.10か月分
増額、再任用職員は0.05か月分増額

【第82号】　賛成全員
町立都市公園条例の一部改正
　都市公園法の一部改正により、法律条項の改正を行うもの

【第83号】　賛成全員
町道路占用料に関する条例の一部改正

道路法施行令が改正され、道路占用料の改定を行ったことに伴
い、町の占用料を改定するもの

【第84号】　賛成全員
町行政情報公開条例の一部改正

定義の明確化を行い、誰でも行政情報の公開請求ができるよう
に改正

【第85号】　賛成全員
町水路条例の一部改正
　町の道路占用料を改定することにあわせて、水路占用料を改定

【第86号】　賛成全員
職員の育児休業等に関する条例の一部改正

非常勤職員について、子が２歳に達する日まで育児休業を取得
できるよう改正

【第87号】　賛成全員
手数料条例の一部改正

平成30年度から紫波町汚泥再処理センターでし尿処理すること
に伴い、一般廃棄物処理業及び浄化槽清掃業の許可等に関する
手数料について定める

【第88号】　賛成全員
個人情報保護条例の一部改正

個人情報の定義をより明確化（指紋データ、旅券番号等の個人
識別符号も該当すること。要配慮個人情報を明確化）

【第89号】　反対：昆秀一　ほか賛成
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

医療費助成を中学校までにしたことに伴い、子どもの定義を12
歳から15歳に改正

【第90号】　賛成全員
矢巾町立徳田児童館、矢巾町立煙山児童館及び矢巾町立不動児童
館に係る指定管理者の指定等に関し議会の議決を求めること

徳田・煙山・不動の３児童館の指定管理者を、社会福祉法人 
矢巾町社会福祉協議会とする。指定期間は３年間

【第91号】　賛成全員
矢巾町立矢巾東児童館に係る指定管理者の指定等に関し議会の議
決を求めること

矢巾東児童館の指定管理者を特定非営利活動法人矢巾ゆりかご
とする。指定期間は３年間

【第92号】　賛成全員
矢巾斎苑に係る指定管理者の指定等に関し議会の議決を求めるこ
と

矢巾斎苑の指定管理者を株式会社ＪＡシンセラとする。指定期
間は３年間

【第93号】　賛成全員　
一般会計補正予算（第８号）
　２億1272万円余の増額

【第94号】　賛成全員　
国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　1500万円の増額

【第95号】　賛成全員　
介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　786万円余の増額

【第96号】　賛成全員　
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　593万円余の増額

【第97号】　賛成全員
水道事業会計補正予算（第２号）

①収益的収入28万円の増額　②収益的支出183万円余の減額　
③資本的支出21万円余の増額

【第98号】　賛成全員
下水道事業会計補正予算（第２号）

①収益的収入（農業集落排水）２万円の増　②収益的支出（公
共下水道事業）16万円の減額　③収益的支出（農業集落排水）
1702万円の増額　④資本的支出（公共下水道）の増額597万円
余の増額

【第99号】反対：昆秀一　ほか賛成
副町長の選任
　新たな副町長として水本良則氏の選任に同意

【発議案10号】　反対：昆秀一　ほか賛成
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　町議会議員の給与額（期末手当）について、0.05か月分増額

【発議案11号】　賛成全員
道路整備に係る補助率のかさ上げ措置等の継続を求める意見書の
提出
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今後の共生に向けて（あさあけの園）

●山　﨑　道　夫　議員・・・・・・・・・・・・・P12
①土地利用計画の具体的構想と実現

②道の駅構想の実現に向けた取り組み

③ドローンを活用した災害等への対応

●村　松　信　一　議員・・・・・・・・・・・・・P14
①町施設へのボルダリング施設の設置

②農事組合法人の支援・強化策

③平成30年度当初予算の基本的な考え

●高　橋　安　子　議員・・・・・・・・・・・・・P16
①今後の高齢化対策

②家庭的保育事業の取り組み

③町民センター食堂改修の進捗状況と完成後の利用

●川　村　よし子　議員・・・・・・・・・・・・・P18
①保育事業の充実

②住宅リフォーム助成制度実施と公契約条例制定

③高齢者の介護支援

●小　川　文　子　議員・・・・・・・・・・・・・P20
①2018年度の国保税

②国保税及び後期高齢者医療保険料の滞納者へ

の納税相談

③子どもの医療費助成の拡大

④町民へのきのこ食の普及

●昆　　　秀　一　議員・・・・・・・・・・・・・P13
①特別な支援の必要な子どもたちへの療育

②障がいを持つ方が活躍できる町づくり

③政策循環による計画の推進

④ターミナルケアへの支援策

●赤　丸　秀　雄　議員・・・・・・・・・・・・・P15
①小中学校を取り巻く環境の改善

②子育て、高齢者支援の更なる改善

③防災ラジオの運用に向けた準備状況

●廣　田　清　実　議員・・・・・・・・・・・・・P17
①西部地区の観光

②音楽のまち宣言後における事業展開

③地方創生

●藤　原　梅　昭　議員・・・・・・・・・・・・・P19
①ダイバーシティ（多様な人材の活用）

②スマートシティ

（ＩＴ・環境技術を駆使した環境配慮型都市）

③教育環境整備

一般質問とは、議員が執行機関に対して、町政全般にわたる執行状況や将来に対する

方針など、諸問題について質問を行い、政治姿勢を明らかにするものです。

12月会議では９人の議員による一般質問が行われ、活発な議論が展開されました。問質

般一

※次ページからの各議員の質問と答弁は、紙面

の都合上、内容を要約して掲載しています。

　詳しい内容は、議会事務局にお問い合わせく

ださい。
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土地利用の制度活用は
ガイドラインと条例を整備

山
やま

﨑
ざき

　道
みち

夫
お

 議員
（一心会）

　
　
　

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
地
区
計
画
制
度
の
活
用
に
向
け
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
改
定
検
討
委
員

会
を
２
回
開
催
し
た
が
、
今
後
、

関
係
機
関
と
の
協
議
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、
今

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
土
地
利
用
の
方
針
の
ほ

か
、
地
区
計
画
策
定
に
係
る
町
や

申
し
出
者
と
な
る
開
発
者
、
住
民

等
が
す
る
べ
き
こ
と
を
示
す
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と
、
地
区
計
画

申
し
出
制
度
の
条
例
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　
　
　

企
業
立
地
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
と
、
企
業
誘
致
の
方
策
は
。

　
　
　

運
送
業
、
製
造
業
の
問
い

合
わ
せ
が
多
い
。

　

今
後
、
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
実

施
と
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

道
の
駅
設
置
は
町
民
の
関

心
も
高
い
が
、
具
体
的
計
画
に
つ

い
て
ど
の
程
度
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　

本
年
度
中
の
基
本
方
針
策

定
に
向
け
て
、
先
進
地
事
例
等
を

調
査
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
の
駅
の

設
置
者
や
駅
長
か
ら
、
実
績
に
基

づ
く
意
見
や
デ
ー
タ
等
を
収
集
し

て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て

は
、
平
成
30
年
度
中
の
事
業
計
画

策
定
と
候
補
地
選
定
に
向
け
、
詳

細
な
交
通
量
調
査
を
行
い
事
業
化

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
防
災

等
に
役
立
て
て
い
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
も

導
入
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

ド
ロ
ー
ン
の
技
術
は
日
進

月
歩
で
あ
り
、
当
面
は
民
間
団
体

や
事
業
者
と
の
業
務
委
託
や
協
定

に
よ
る
貸
与
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
時
に
活
用
す
る
方
法
を
考

え
て
い
る
。

　

な
お
、
操
縦
資
格
は
職
員
と
消

防
団
員
の
２
人
が
取
得
し
て
い
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

にぎわいを創出している道の駅十文字（横手市）

質
問 防

災
活
動
に

ド
ロ
ー
ン
活
用
を

業
務
委
託
や
貸
与
で

活
用
を
検
討

道
の
駅

設
置
の
計
画
は

今
年
度
中
に

基
本
計
画
を
策
定
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特別支援教育に対する考えは
一人一人のニーズを把握し支援

昆
こん

　秀
しゅう

一
いち

 議員
（一心会）

　
　
　

教
育
委
員
の
特
別
支
援
教

育
の
認
識
と
考
え
方
を
問
う
。

　
　
　
　

通
常
の
学
級
で
の
指
導

で
は
十
分
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と

が
困
難
な
児
童
生
徒
に
、
き
め
細

か
い
教
育
を
行
う
こ
と
が
特
別
支

援
教
育
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
一
人
一
人
の
教
育
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
さ
ら
な
る
就
学
支

援
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
　

紫
波
郡
特
別
支
援
学
級
の

学
習
発
表
会
は
、
年
々
規
模
が
縮

小
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

も
っ
と
多
く
の
方
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
児
童
た
ち
の
一
生
懸
命

な
姿
を
見
て
い
た
だ
き
、
交
流
で

き
る
機
会
に
し
て
は
。

　
　
　
　

ぜ
ひ
、
今
後
は
そ
の
よ

う
な
機
会
に
し
た
い
。

　
　
　

障
が
い
を
持
つ
方
と
地
域

と
の
共
生
を
ど
の
よ
う
に
行
い
、

今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

つ
も
り
な
の
か
。

　
　
　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
来
年
度
か
ら
各
地
の
取

り
組
み
を
参
考
に
、
会
場
等
運
営

方
法
・
資
金
の
確
保
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

町
計
画
の
策
定
に
は
、
策

定
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
評
価
に
対
し
て
も
第
三
者

委
員
会
を
設
置
し
て
行
う
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　

評
価
法
に
つ
い
て
は
、
第

三
者
機
関
を
設
け
る
方
法
や
内
部

評
価
を
行
い
、
そ
の
後
公
表
す
る

方
法
な
ど
が
あ
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
内
部
評
価
を

す
る
場
合
に
も
、
公
平
・
透
明
性

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
、
そ

の
結
果
は
公
表
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
　
　

計
画
の
推
進
に
は
職
員
の

働
き
が
必
要
で
あ
る
。
人
事
評
価

に
よ
り
、
ほ
め
て
育
て
職
員
の
や

る
気
を
喚
起
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

今
後
は
厳
し
く
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
職
員
の
や
る
気
が

出
る
よ
う
に
、
時
に
は
ほ
め
る
こ

と
も
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

県の療育拠点となる施設と、今後町は連携を深めていく（県立療育センター）

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

障
が
い
者
と

地
域
の
共
生
は

各
地
の
取
り
組
み
を

参
考
に
検
討

町
計
画
の
評
価

第
三
者
機
関
で

さ
ま
ざ
ま
な
評
価
で

公
平･

透
明
性
を
確
保
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町内にボルダリング設備を
設置について時期や場所を検討

村
むら

松
まつ

　信
のぶ

一
かつ

 議員
（矢巾明進会）

　
　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目

で
あ
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
、
年

齢
・
性
別
を
問
わ
ず
年
間
を
通
じ

て
楽
し
め
、
子
ど
も
に
は
集
中
力
、

思
考
力
、
判
断
力
、
忍
耐
力
や
目

標
達
成
の
継
続
力
が
身
に
付
く
。

　

大
人
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
健
康

づ
く
り
、
さ
ら
に
う
つ
病
治
療
に

も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

体
育
施
設
の
充
実
、
健
康
増
進
施

設
と
し
て
、
公
共
施
設
に
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

全
国
的
に
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
が
注
目
さ
れ
、
今
後
普
及
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　

幼
児
教
育
、
健
康
づ
く
り
、
う

つ
病
対
策
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
関
係
課
と
連
携
し
設
置
に

つ
い
て
、
時
期
や
場
所
の
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

小
学
生
に
夢
を
持
た
せ
る

た
め
に
、
小
学
校
に
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　

成
長
に
寄
与
す
る
運
動
で

は
あ
る
が
、
壁
の
強
度
や
費
用
の

面
か
ら
直
ち
に
設
置
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
　
　

農
事
組
合
法
人
の
組
織
を

強
化
す
る
た
め
、
経
営
が
安
定
す

る
ま
で
期
間
限
定
で
特
別
支
援
策

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
介

し
た
農
地
の
貸
付
、
経
営
基
盤
強

化
準
備
金
の
積
立
金
へ
の
免
税
、

研
修
費
の
補
助
な
ど
を
活
用
し
て

経
営
強
化
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

法
人
を
株
式
会
社
に
す
る

こ
と
で
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、

太
陽
光
発
電
の
売
電
や
町
道
の
除

雪
な
ど
の
事
業
も
で
き
る
が
、
今

後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
　

株
式
会
社
は
事
業
の
目
的

が
限
定
さ
れ
ず
、
農
業
以
外
の
事

業
も
可
能
な
の
で
、
事
業
計
画
に

よ
っ
て
は
適
し
て
い
る
営
農
組
織

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

適
切
な
法
人
形
態
を
考
慮
し
法

人
化
に
係
る
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
　

新
規
法
人
化
に
向
け
た
状

況
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
ま
で
に
、
５

集
落
営
農
組
織
が
法
人
化
を
目
指

し
て
お
り
、
当
該
営
農
組
織
へ
の

説
明
会
な
ど
を
実
施
し
、
支
援
し

て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

健康づくりにも有効なボルダリング

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

農
事
組
合
法
人

の
強
化
を

経
営
強
化
の
支
援
に

努
め
て
い
く
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小中学校を取り巻く教育環境は
学力にレベル差はない状況

赤
あか

丸
まる

　秀
ひで

雄
お

 議員
（一心会）

　
　
　

町
内
４
小
学
校
の
児
童
数

の
違
い
に
よ
り
、
学
校
規
模
格
差

が
生
じ
て
い
る
が
教
育
の
格
差
は

出
て
い
な
い
か
。

　
　
　
　

各
小
学
校
は
特
色
あ
る

教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

徳
田
小
学
校
で
は
租
税
教
室
を

開
催
し
て
い
る
。

　

煙
山
小
学
校
は
吹
奏
楽
が
盛
ん

で
、
東
北
大
会
で
金
賞
受
賞
す
る

技
術
が
あ
る
。

　

不
動
小
学
校
は
地
域
芸
能
の
伝

承
に
力
を
入
れ
不
動
っ
子
の
集
い

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

矢
巾
東
小
学
校
は
文
部
科
学
省

の
指
定
に
よ
り
、
理
科
の
推
進
校

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
６
年
生
の
学
力

テ
ス
ト
は
全
国
・
県
内
平
均
よ
り

上
回
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
小

学
校
間
に
学
力
レ
ベ
ル
の
差
は
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

２
中
学
校
の
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

中
学
校
は
生
徒
数
が
同

規
模
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
良

き
ラ
イ
バ
ル
意
識
の
も
と
双
方
頑

張
っ
て
よ
い
成
績
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
　
　

若
い
世
代
の
定
住
化
対
策

と
し
て
、
子
ど
も
預
か
り
や
保
育

料
な
ど
に
さ
ら
な
る
助
成
を
強
化

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

保
育
料
等
助
成
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
も
国
を
上
回
る
負
担
軽

減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
国
の
現

在
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
子
育

て
し
や
す
い
環
境
に
努
め
る
。

　
　
　

自
治
公
民
館
を
も
っ
と
活

用
し
て
高
齢
者
が
楽
し
く
過
ご
し
、

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
よ
う
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　

高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み

は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
喜
ば
れ
、

健
康
維
持
に
必
要
か
再
検
討
し
、

身
近
な
公
民
館
で
実
施
で
き
る
よ

う
努
め
た
い
。

　
　
　

安
全
と
情
報
提
供
に
便
利

な
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
準
備
は
。

　
　
　

２
月
の
放
送
開
始
に
向
け
、

現
在
番
組
編
成
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

便
利
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
な
る

利
用
者
数
の
増
加
に
努
め
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

中学生のハンドボール競技は町内２校とも大活躍（郡中総体）

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

子
育
て･

高
齢
者

支
援
の
改
善
策
は

環
境
整
備
に
努
め
る

防
災
ラ
ジ
オ
の

準
備
状
況
は

番
組
編
成
を
検
討
中
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これからの高齢化対策は
有効な見守り体制を目指す

高
たか

橋
はし

　安
やす

子
こ

 議員
（町民の会）

　
　
　

一
人
暮
ら
し
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
数
と
、
見
守
り
が
必

要
な
高
齢
者
は
何
人
か
。

　
　
　

調
査
を
毎
年
11
月
に
実
施

し
て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
数

は
６
１
３
世
帯
、
高
齢
者
の
み
は

７
１
７
世
帯
あ
り
、
う
ち
見
守

り
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
方
は

１
３
３
人
で
あ
る
。

　
　
　

町
で
は
、
緊
急
通
報
装
置

貸
与
事
業
や
お
元
気
見
守
り
シ
ス

テ
ム
へ
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
多
く
の
高
齢
者
を
対
象
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
を
利
活
用
し
た

見
守
り
事
業
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

今
は
、
地
域
の
見
守
り
の

ほ
か
、
年
１
回
保
健
師
等
が
訪
問
、

健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
等

に
よ
り
有
効
な
見
守
り
体
制
の
構

築
を
目
指
す
。

　
　
　

６
月
に
待
機
児
童
対
策
と

し
て
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
質
問

を
し
た
際
、
盛
岡
市
と
連
携
し
検

討
中
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の

進
捗
状
況
と
開
始
時
期
は
。

　
　
　

課
題
を
精
査
し
な
が
ら
来

年
度
か
ら
開
始
す
る
。
保
育
園
は
、

４
月
か
ら
新
設
及
び
定
員
拡
大
に

よ
り
、
90
名
の
増
員
と
な
る
。

　
　
　

90
名
増
員
の
内
訳
は
。

　
　
　

０
歳
児
９
人
、
１
歳
児
９

人
、
２
歳
児
24
人
、
３
歳
児
15
人
、

４
歳
児
16
人
、
５
歳
児
17
人
が
そ

れ
ぞ
れ
増
加
と
な
る
。

　
　
　

定
員
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
部
屋
等
の
施
設
に
無
理
は
な

い
か
。

　
　
　

基
準
に
沿
っ
た
運
営
を
行

っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
環
境

整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　

旧
町
民
セ
ン
タ
ー
食
堂
改

修
後
の
利
活
用
は
。

　
　
　

健
康
増
進
の
拠
点
及
び
タ

ニ
タ
カ
フ
ェ
と
し
て
活
用
す
る
。

　
　
　

毎
月
１
回
、
こ
ど
も
食
堂

や
認
知
症
カ
フ
ェ
、
高
齢
者
が
働

く
場
所
と
し
て
使
え
な
い
か
。

　
　
　

関
係
者
、
事
業
者
と
協
議

し
検
討
す
る
。　

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

矢幅駅前に建設中の新しい保育園

保
育
事
業
の

取
り
組
み
は

旧
町
民
セ
ン
タ
ー

食
堂
利
用
は

来
春
４
月
か
ら

定
員
を
90

名
増

健
康
増
進
の

　

拠
点
に

質
問

質
問

質
問

質
問
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今後のグリーンハイツは
閉館を含め検討

廣
ひろ

田
た

　清
きよ

実
み

 議員
（町民の会）

　
　
　

町
営
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
の

来
年
度
の
営
業
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

本
年
９
月
末
で
営
業
を
終

了
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
の
点
検

を
し
た
結
果
、
40
年
以
上
経
過
し

た
建
物
・
設
備
で
あ
る
た
め
、
来

年
度
の
通
常
営
業
に
は
、
多
額
の

改
修
工
事
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
よ
っ
て
、
来
年
度
は

閉
館
を
含
め
、
町
民
に
周
知
す
る

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

西
部
地
区
の
観
光
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
　

ひ
ま
わ
り
畑
の
来
場
者
に

向
け
、
案
内
標
識
、
駐
車
場
、
ト

イ
レ
の
ほ
か
、
季
節
限
定
の
産
直

や
軽
食
を
提
供
す
る
施
設
を
整
備

す
る
。
併
せ
て
周
辺
観
光
施
設
の

活
性
化
も
図
る
。

　
　
　

昨
年
「
音
楽
の
ま
ち
」
宣

言
を
し
た
が
、
今
後
の
事
業
展
開

と
小
中
学
校
へ
の
支
援
内
容
は
。

　
　
　
　

３
つ
の
柱
と
し
て
、
①

田
園
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
町
民
と

共
同
で
作
り
上
げ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

②
町
芸
術
祭
に
プ
ロ
の
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
町
民
の
出
演
者
の
底
上
げ

と
活
性
化
を
図
る
。
③
日
常
生
活

に
音
楽
を
取
り
入
れ
、
音
を
楽
し

む
心
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　

小
中
学
校
に
は
楽
器
更
新
等
の

支
援
を
検
討
中
で
あ
る
。
本
年
度

は
す
で
に
大
会
遠
征
費
と
し
て
約

４
４
６
万
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。

　
　
　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

事
業
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
構
想

検
証
は
。

　
　
　

総
事
業
費
は
、
６
８
０
０

万
円
で
あ
っ
た
が
、
県
外
企
業
に

４
８
０
０
万
で
事
業
委
託
し
た
。

　

雇
用
創
出
に
は
結
び
つ
か
な
か

っ
た
が
、
一
定
の
前
進
が
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
　

旧
町
民
セ
ン
タ
ー
食
堂
の

改
修
工
事
の
予
算
と
完
成
時
期
は
。

　
　
　

改
修
工
事
費
は
総
額
約
８

７
０
０
万
円
。
そ
の
内
、
設
計
デ

ザ
イ
ン
費
用
は
県
外
企
業
の
ア
マ

ナ
に
１
２
７
４
万
で
契
約
を
す
る

予
定
で
あ
る
。
本
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

健康づくりに寄与してきた南昌グリーンハイツ

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長

音
楽
の
ま
ち
の

事
業
展
開
は

３
つ
の
柱
を
中
心
に

地
方
創
生
事
業

の
検
証
は

一
定
の
前
進
があ

っ
た

17
平成30年１月16日発行

いわてやはば議会だより203号

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う



保育士確保に奨学金を
奨学金返済補助金を検討

川
かわ

村
むら

 よし子
こ

 議員
（日本共産党）

　
　
　

待
機
児
童
解
消
に
は
保
育

士
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

保
育
士
確
保
の
た
め
、
保

育
士
に
対
す
る
奨
学
金
返
済
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

り
、
効
果
を
検
証
し
検
討
す
る
。

　
　
　

平
成
29
年
度
か
ら
開
始
し

た
保
育
士
就
学
資
金
貸
付
制
度
を

利
用
し
て
い
る
町
内
関
係
者
は
。

　
　
　

制
度
を
利
用
し
た
の
は
町

内
で
は
１
名
で
あ
る
。

　
　
　

町
立
保
育
園
は
正
職
員
採

用
と
施
設
整
備
の
充
実
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

適
切
な
保
育
士
配
置
基
準

と
な
る
よ
う
各
保
育
園
、
認
定
子

ど
も
園
と
情
報
共
有
し
、
保
育
士

確
保
に
努
め
る
。

　
　
　

平
成
22
〜
24
年
度
に
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
行
っ
て
い
た

が
、
ど
う
評
価
し
た
か
。

　
　
　

町
内
経
済
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
は
、
現
在
県
内
18
市
町
村
で
行

わ
れ
地
域
を
元
気
に
し
て
い
る
が
、

再
開
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

矢
巾
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
関
連
事
業
や
岩
手
医
科

大
学
附
属
病
院
関
連
の
事
業
な
ど

が
あ
り
、
地
域
経
済
は
落
ち
込
ん

で
い
る
状
況
に
は
な
い
こ
と
か
ら

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

認
知
症
を
含
め
要
支
援

１･

２
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
た
方
で
、
利
用
料
が
高
く

な
っ
た
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
を

や
め
た
ケ
ー
ス
は
な
い
か
。

　
　
　

新
総
合
事
業
に
移
行
し
、

事
業
対
象
者
35
人
全
員
に
こ
れ
ま

で
の
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
支

援
は
、
低
所
得
者
層
の
利
用
料
助

成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

さ
ら
な
る
助
成
は
考
え
て

い
な
い
が
、
介
護
保
険
料
の
第
一

段
階
の
保
険
料
の
軽
減
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

０歳児３人につき１人の保育士が必要な保育事業

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
再
開
を

他
事
業
で
取
り
組
む

要
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
状
況

こ
れ
ま
で
通
り
実
施
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多様な人材の採用を
経験豊富な即戦力を登用

藤
ふじ

原
わら

　梅
うめ

昭
あき

 議員
（一心会）

　
　
　

職
員
採
用
の
考
え
方
は
。

　
　
　

町
民
の
た
め
に
と
も
に
考

え
、
計
画
・
実
行
で
き
る
人
を
採

用
方
針
と
し
て
い
る
。

　

社
会
経
験
豊
富
で
即
戦
力
と
し

て
期
待
で
き
る
中
途
採
用
職
員
を

登
用
す
る
た
め
に
採
用
年
齢
引
き

上
げ
を
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

新
人
事
評
価
制
度
の
対
応

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　

人
事
評
価
は
、
今
年
度
か

ら
給
与
へ
の
反
映
を
開
始
し
、
職

員
の
能
力
向
上
に
活
用
し
て
い
く
。

　
　
　

職
員
提
案
制
度
の
成
果
は
。

　
　
　

今
年
度
か
ら
実
施
し
７
提

案
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
防

災
士
・
ド
ロ
ー
ン
・
区
長
の
名

称
・
消
防
団
増
員
等
の
提
案
が

あ
り
、
今
後
精
査
し
来
年
度
の
予

算
措
置
な
ど
を
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　

職
員
の
超
過
勤
務
状
況
は
。

　
　
　

平
均
で
は
約
10
時
間
く
ら

い
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
多
い
職
員

も
い
る
の
で
、
業
務
の
偏
り
を
調

整
し
、
超
過
勤
務
の
削
減
に
努
め

る
。
余
裕
の
で
き
た
時
間
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
な

る
職
員
力
の
向
上
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　

職
員
の
年
次
休
暇
取
得
及

び
育
児
休
業
取
得
状
況
は
。

　
　
　

昨
年
の
年
次
休
暇
は
、
職

員
平
均
で
約
６
日
と
な
っ
て
お
り
、

職
員
が
取
得
し
や
す
い
環
境
と
し

取
得
促
進
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

育
児
休
業
は
、
女
性
が
１
人
取

得
し
て
い
る
。
男
性
取
得
者
は
い

な
い
の
で
、
取
得
率
向
上
に
向
け
、

職
場
環
境
の
構
築
に
努
め
る
。

　
　
　

温
暖
化
に
対
す
る
当
町
の

考
え
と
、
そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　

温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
の
削
減
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

取
り
組
み
状
況
と
し
て
は
、
太

陽
光
発
電
の
一
般
家
庭
へ
の
設
置

助
成
、
公
共
施
設
へ
の
率
先
導
入

や
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　

環
境
に
対
す
る
小
中
学
校

で
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

岩
手
大
学
や
東
北
電
力

の
方
を
講
師
と
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

室
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か

環
境
支
援
団
体
で
環
境
学
習
を
実

施
し
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

フレッシュな職員たちの活躍を期待（平成29年採用職員）

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

環
境
配
慮
へ
の

町
の
対
応
は

温
暖
化
防
止
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
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平成30年度の国保税は
今年度と同様で推移

小
お

川
がわ

　文
ふみ

子
こ

 議員
（日本共産党）

　
　
　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
の
運
営
が
市
町
村
か
ら
県

に
移
管
さ
れ
、
本
町
の
一
人
当
た

り
の
保
険
税
が
11
万
７
６
８
円
と

県
下
で
最
高
額
と
な
っ
て
い
る
が

ど
う
か
。

　
　
　

平
成
35
年
度
ま
で
の
６
年

間
、
激
変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
る

予
定
で
あ
り
、
算
定
額
の
増
加
分

は
相
殺
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　

県
は
資
産
割
を
求
め
て
い

な
い
が
、
今
後
も
継
続
す
る
の
か
。

　
　
　

今
回
の
納
付
金
算
定
で
は

所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
納
付

金
算
定
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、

今
後
、
資
産
割
は
廃
止
す
る
方
向

で
進
め
る
。

　
　
　

国
保
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
滞
納
者
へ
の
納
税
相

談
は
。
ま
た
短
期
保
険
証
の
留
め

置
き
状
況
は
。

　
　
　

窓
口
相
談
で
、
健
康
や
就

労
に
関
し
担
当
課
が
連
携
を
図
り

対
応
し
て
い
る
。

　

短
期
保
険
証
の
留
め
置
き
は
国

保
税
で
45
件
あ
り
、
う
ち
子
ど
も

の
い
る
家
庭
は
５
世
帯
で
あ
る
。

　
　
　

保
険
証
が
な
い
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
助
成
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
は

問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
　

今
後
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

の
保
険
証
を
発
行
し
て
い
く
。

　
　
　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

高
校
卒
業
ま
で
拡
大
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
か
か
る
経
費
は
。

　
　
　

約
７
０
０
万
円
が
見
込
ま

れ
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
中
学
生
の
医
療
費
助
成
の
検

証
を
行
う
中
で
検
討
す
る
。

　
　
　

利
用
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
医
療
費
助
成
制
度
に
窓
口

負
担
の
な
い
現
物
給
付
に
で
き
な

い
か
。

　
　
　

未
就
学
の
子
ど
も
・
妊
産

婦
医
療
費
の
現
物
給
付
化
が
実
現

し
て
お
り
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

インフルエンザの予防接種を受ける子ども（川久保病院）

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

短
期
保
険
証

の
発
行
は

子
ど
も
の
保
険
証
を

発
行
し
て
い
く

医
療
費
助
成

高
校
卒
業
ま
で
を

検
証
し
て
い
く
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追跡

あの質問はどうなった
過去に質問したことが現在どうなっているのか調査しました

　就学援助費の支給要綱が改定され、平成29年定例会

12月会議において、就学援助費の補正予算が可決され

ました。新入学用品の入学前の支給が可能になり、よ

り充実した支援体制となりました。

　
　
　

小
中
学
校
入
学
の
際
、
入

学
前
の
２
月
に
申
請
し
て
も
ら
い
、

前
倒
し
で
の
支
給
・
支
援
が
で
き

な
い
か
。

　
　
　

申
請
年
度
の
前
年
所
得
に

対
し
て
支
給
決
定
の
判
定
を
す
る

た
め
、
所
得
確
定
前
の
申
請
に
よ

る
支
援
は
で
き
な
い
。

　
　
　

不
来
方
高
校
は
創
立
か
ら

30
年
間
、
文
武
両
道
に
わ
た
っ
て

す
ば
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
、
矢
巾

町
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
い
る
。

町
民
栄
誉
賞
の
授
与
と
、
学
校
行

事
で
掲
げ
ら
れ
る
旗
を
記
念
品
と

し
て
贈
呈
し
て
は
。

　
　
　

各
分
野
で
輝
か
し
い
成
果

を
挙
げ
る
不
来
方
高
校
の
功
績
に

対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
町

民
栄
誉
賞
を
授
与
し
た
い
。
記
念

品
に
つ
い
て
、
対
い
鶴
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
校
旗
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
も
の
を
考
え
た
い
。

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

（
平
成
28
年
９
月
定
例
会
）

平
成
30
年
３
月
よ
り
助
成
実
施

不
来
方
高
校
へ
町
民
栄
誉
賞
を

（
平
成
29
年
３
月
定
例
会
）

回
答

回
答

質
問

質
問

　不来方高校創立30周年記念式典に先駆けて、10月31日に

役場にて町民栄誉賞旗のお披露目式が行われました。

現
在
は
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アンケートで出された主な意見アンケートで出された主な意見

○参加者が少ない。積極的なＰＲ活動を。 （60代男性）

○非常に少人数であったのが残念でした。  （60代男性）

○参加者が少なくもったいない。町政に関心のある人

も多いと思うので、開催の工夫を。丁寧な回答はよ

かったと思います。　　    （70代女性）

○少人数でガックリ。　　　       　  （60代男性）

　参加者が少なかったことから、

「ＳＮＳやホームページを活用し

て」といった具体的な案も出され

ました。

　より多くの方が懇談会に関心を

持っていただけるよう、いただい

たご意見を次回の開催に生かして

まいります。

　参加された方からの提案もあり、次回は町内３地区で、議員を３グループに編

成して開催します。各地区の皆さんからじっくりお話をお聞きしたいと考えてい

ます。たくさんのご参加をお待ちしています。

　民と　議会との
懇談会報告
　民と　議会との
懇談会報告
町 町

10月28日（土）町公民館で開催しました

次
回
予
告

場　　所 開 催 日 時　　間

北郡山公民館

上赤林公民館

白沢集落センター

平成30年１月27日（土） 午後１時30分～

待
機
児
童
の
解
消
は

　
　
　

就
学
前
の
児
童
に
対
す
る

問
題
に
つ
い
て
、
待
機
児
童
の
対

策
な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

10
月
現
在
で
50
人
の
待
機

児
童
が
い
る
状
況
。

　

来
年
４
月
か
ら
矢
幅
駅
前
に
60

人
規
模
の
保
育
園
が
開
園
す
る
。

同
時
に
町
内
の
保
育
園
で
も
増
員

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

待
機
児
童
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
家
庭
的
保
育
に
つ

い
て
議
会
で
も
提
案
し
て
い
る
。

　

保
育
士
も
増
員
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
な
か
な
か
確
保
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を

　
　
　

高
田
１
区
自
治
会
で
は
、

街
路
灯
を
設
置
す
る
際
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
よ
り
経
費
を
軽
減
で
き
た
。

　

町
全
体
で
も
国
の
補
助
金
等
を

利
用
し
て
街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
り
組
み

と
し
て
、
国
の
補
助
金
を
有
効
に

使
い
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
実

施
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は

　
　
　

町
内
の
通
学
路
で
は
、
長

い
距
離
を
歩
い
て
帰
る
小
学
生
が

い
る
。
ま
た
、
街
灯
が
な
く
暗
い

場
所
を
帰
る
中
高
生
が
い
る
が
対

策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

議
会
で
は
、
交
通
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
調

査
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
分
科
会

で
は
通
学
路
や
危
険
箇
所
を
実
際

に
確
認
し
て
お
り
、
取
り
ま
と
め

て
町
へ
提
言
し
て
い
く
。

矢
巾
東
小
学
校
の

図
書
室
は

　
　
　

矢
巾
東
小
学
校
は
児
童
数

の
増
加
に
伴
い
、
図
書
室
を
教
室

に
し
た
た
め
に
現
在
図
書
室
が
な

い
状
態
で
あ
る
。

　

今
後
、
子
ど
も
が
増
え
て
い
け

ば
教
室
が
足
り
な
く
な
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
る
が
、
増
築
の
予

定
は
。　

　
　
　

現
在
の
矢
巾
東
小
学
校
は

児
童
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
児
童
数
が
減
っ
た
場
合
、

今
の
教
室
を
図
書
室
に
戻
す
予
定

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答
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募

議会広報モニターを
　　します

議会広報モニターを
　　します

私も私も私も

　議会広報モニターを募集します。より分かりやすく、町民の方に親しんでもらえるような

議会だよりを、いっしょに作りましょう。

◎モニターは何をするの？

　　議会だよりなど、議会の広報活動についてのご意見をお聞かせください。

　　モニター連絡会議を開いて、モニターの皆さんのご意見をお聞きする予定です。

◎モニターに応募できる人はどんな人？

　　矢巾町に住んでいる18歳以上の方であれば、どなたでも応募できます。

　　議会の広報活動に興味のある方、大歓迎です！

◎モニターの任期は？

　　１年間とします。

◎モニターへの謝礼は？

　　無償での活動となります。

お問い合わせ・申し込み先

　矢巾町議会事務局

　電話　019-611-2801

◎モニターへの申し込みは議会事務局まで

　

一
般
質
問
を
傍
聴
し
、
議
員
一

人
一
人
が
町
の
執
行
状
況
や
将
来

に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を
町
長
に

求
め
、
町
民
の
た
め
に
適
切
な
町

政
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
た
一
時
間
余

り
で
し
た
。

　

特
に
「
特
別
な
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
た
ち
へ
の
療
育
に
つ
い
て
」

の
質
問
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

傍
聴
席
に
し
っ
か
り
届
く
大
き
な

声
は
、
高
齢
の
私
の
耳
に
、
心
に

し
っ
か
り
と
響
く
も
の
で
し
た
。

　

矢
巾
町
に
完
成
し
た
「
盛
岡
と

な
ん
支
援
学
校
」
を
「
矢
巾
支
援

学
校
」
の
名
前
に
、
と
い
う
議
員

の
考
え
に
、
私
は
心
の
中
で
拍
手

を
し
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
て
み
た

い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
ゆ
っ

く
り
で
い
い
よ
、
何
回
で
も
い
い

よ
」
と
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆっくりでいいよ
何回でもいいよ
ゆっくりでいいよ
何回でもいいよ
ゆっくりでいいよ
何回でもいいよ

議会を傍聴する筆者（右端）

昆　

弘
子
さ
ん
（
高
田
１
区
）
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昨
年
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま

し
た
が
、
広
報
紙
作
成
の
難
し
さ

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
精
進
を

重
ね
、
分
か
り
や
す
い
広
報
の
作

成
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
音
楽
の
ま
ち
」
や
は
ば
。
昨

年
は
、
多
く
の
団
体
が
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。
活
動
が
さ
ら

に
広
が
り
、音
楽
に
あ
ふ
れ
た
明
る

い
町
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　

編
集
委
員　
　

水
本　

淳
一

　

ふ
ど
う
こ
ど
も
園
で
、
年
末

の
餅
つ
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
は
、
新
し
い

年
も
た
く
さ
ん
の

福
が
訪
れ
ま
す
よ

う
に
！
と
の
願
い

を
込
め
な
が
ら
、

み
ん
な
で
力
強
く

大
き
な
お
餅
を
つ

い
て
い
ま
し
た
。

　
発
行
・
編
集
責
任
者

　
　
　
　

議　

長　

廣
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光
男

　
編
集
委
員

　
　
　
　

委
員
長　
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副
委
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齊
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正
範
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秀
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全
国
、
そ
し
て
世
界
の
舞
台
の

表
彰
台
で
メ
ダ
ル
を
か
け
て
い
る

私
の
姿
は
、
カ
ヌ
ー
部
に
入
部
し

た
頃
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
先
輩
方
が
２

年
連
続
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
総

合
優
勝
を
果
た
し
た
。
特
に
昨
年

は
フ
ォ
ア
（
４
人
乗
り
）
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
そ
の
舞
台
に
立
た
せ

て
も
ら
い
、
嬉
し
さ
と
同
時
に
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
た
。

　

「
総
合
優
勝
３
連
覇
」
を
目
標

に
練
習
を
重
ね
た
が
、
東
北
大
会

で
は
強
豪
の
山
形
県
谷
地
高
校
に

差
を
つ
け
ら
れ
２
位
。
全
国
で
戦

う
た
め
に
は
普
通
の
練
習
で
は
勝

て
な
い
と
考
え
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

メ
ン
バ
ー
で
腕
を
痛
め
な
が
ら
も

綱
登
り
を
行
っ
た
こ
と
が
、
確
実

に
力
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

８
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
本
番
、

５
０
０
メ
ー
ト
ル
競
技
の
ペ
ア
で

は
３
位
に
終
わ
り
、
悔
し
さ
が
残

っ
た
ま
ま
２
０
０
メ
ー
ト
ル
競
技

に
向
か
っ
た
。
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
絶
対
で
き
る
と
試
合
前
に
北

舘
選
手
と
気
合
を
入
れ
て
挑
ん
だ
。

レ
ー
ス
中
の
こ
と
は
あ
ま
り
覚
え

て
い
な
い
が
今
ま
で
の
レ
ー
ス
で

一
番
良
い
レ
ー
ス
だ
っ
た
の
は
確

か
に
覚
え
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
し
た

瞬
間
は
２
人
と
も
１
位
か
ど
う
か

分
か
ら
ず
、
結
果
速
報
を
聞
い
て

優
勝
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
今
ま

で
に
な
い
く
ら
い
叫
ん
で
飛
ん
で

喜
ん
だ
瞬
間
を
今
で
も
忘
れ
な
い
。

　

10
月
に
は
岩
手
県
の
代
表
と
し

て
愛
媛
国
体
、
日
本
代
表
と
し
て

ア
ジ
ア
選
手
権
に
も
出
場
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
の
練
習

の
成
果
が
こ
の
２
つ
の
大
会
で
の

表
彰
台
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
に
は
私
１
人
で

は
絶
対
に
無
理
だ
っ
た
と
思
う
。

指
導
し
て
下
さ
っ
た
小
野
先
生
を

始
め
、
川
守
コ
ー
チ
、
阿
部
ト
レ
ー

ナ
ー
、
応
援
し
て
く
れ
た
家
族
や

先
輩
方
に
も
感
謝
を
伝
え
た
い
。

　

そ
し
て
仲
間
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル

で
あ
り
、
唯
一
無
二
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
北
舘
知
沙
が
い
な
け
れ
ば

こ
れ
ら
の
結
果
は
な
か
っ
た
。
最

高
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
も
感
謝
し

た
い
。

カ
ヌ
ー
で
学
ん
だ
努
力
と
感
謝

菊
きく

　池
ち

　夏
なつ

　生
き

 さん（白沢行政区）

●第33回全国高等学校カヌー選手権大会

　スプリント カヤックペア200ｍ　第１位
●第72回国民体育大会　えひめ国体

　スプリント カヤックシングル200m　第３位
●カヌースプリント　アジア選手権大会

　カヤックペア500m　第３位

表
紙
に
よ
せ
て

表
紙
に
よ
せ
て

表
紙
に
よ
せ
て

古紙配合の再生紙と植物油

インキを使用しています

インターハイで優勝した北舘・菊池ペア（筆者右側）
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